
坪問象夜領感の並藤波*･ (1亀子泉血藤メ綿.の釦だ)
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§J.緯添
乳立並敵 え賂互fJq･可耗椎のある泉ヒしては7:組物仏鼻泉(g!,血 算)やろ ンJq､ム象旦

愈 7ぱ(これL;i,是々姦匂い仰藤があるがここで はLb路する｡序戒老面の噸 彰考えTJ い)
3d,44,5才 系不縁物 ヒいうこじlてなる. 二のうち54泉 は 3dと4i巳緒Liこものと
して趨 あて鍵東 針 ､が.楓免までのタ年額 しい研断 言を克ち'tで襲撃的 d.･lulC払 ,dD系LS見出
づれていない.Lr'nミって.ここでは壬に 3d象と4,i.泉E二ついて考察1与｡

3d象と44泉 ヒ邑re.赦 して克イ髄 もが膚する一番 大雪7IJ相違 は. 3d 象 【て恥 ､てほ
(例 えば最も襲撃的fi包 Mn等 )′LrL,手繰物 色堵1ヒすぐTr絃物府 O,相 互作用廿胡乱立並藤
効果互急かしてしまって /O/.埴戒で軌 てPP･･nq/a99 確 執 て入 ').粗 放 藤和栗を象るド

は.ppnf象夜の薄 い蘇射 趨 しい蝉 疎 密であっT-,(LT--がって絡 - ろ解 にも別路 が
あっT<)のlて対して44象 は濃度tで飽 啓で ]DDO/0度夜でも弼 綿 温度乱鮎 撒 .鉱し､は放

免路子が免L;礼.確 .々の翫 田な動をが行われ<句くの新 しL､里搾椎 が乳出されていろこと

である. この逢 いカ咽 かL;果ているのれ それがd.1uTC l拗け の舟性t･してビーの埠T3象 い

えもT-_らしているのか小甘 イサーの解題 ドrJる｡

ぢ2. 3d泉の並私 大賂

jd有終物象の粁性 (攻撃的柳 ヒレて再訂(3dS) JiL{ぺの鼓峰 五号iる) としてE3大き

な締晶射 JbVのOYTier これ■コ杏紬 ド郎貴産のレd抑;汰;nq 如 農であら｡) i/ト亡｡

A-9線合 (JooとのOYdey),てよって軌盈角盈鮎を言はquey,thされ.弓紅 仙ndyvk J‥ っ
て血uP /elL1t (失地 の塊か つ舛謂 ん.1帥 9p･･n sITaTeLr摘 .I.戒場合 は IoLJS･p･･nSTaTa tて婁

ろば勘 てあると終われ るB沈下朗 の為窮有色懲乾して塊離 乳 のるが･準有 の塊如 本

管的な象-ほない)スピンの細 魚 T-:けがや;I,ILして曳山 LT<pIって血農水能･t与ii
相互汚れ まS,-d或いはd-d伽･tX明 ,･nfeyaあ n ･了ある｡ (これ 13普象卑iら九 てIlろ線 に何
L･'締晶珂許 性 邑碕 っ 汚水絶Paiの-略:混成 と号2.ち)しかし本翫 勺L:これIJこの二次夜飯 L--
よる払竹:I8VaJ放線｡散乱 W.d y･;Xで盈竣i.ら九. これ Lま包乙あ L;九f<叫 dn略S,･qJl互涛

った こ(bndutloneJLZdy,n)-aa,xth0.,.q"I-TelYu7:tonであろ.イ旦し泉帝 q9-gれ血 L の
&Lて(戎い 137nTyla-aTo,n;｡ こ血I0..1b ,I,,TeLyoiTTDnの碑 の疲rJ)I-関数管の9-tJaVa懲虹

でLlなくてd-tNatAa敬礼である.
.一_i

H2=rS:kLkJrとkar+kLv′Sov･vOrとV (l)

偵レ｢はd-grafeの作 る緯あわ払拭賂 (st)左京 L.と L=々れ玖外qj縄 ･指定号.>_描
ス_ピン(土)乞よす｡簡単L-J7J他 はLDnSTL2JJ ヒしてもよい. gの増大 は い･コ軌温色宙

夜Il=22十L)と史J-,者を如針 コ消えて近藤温度丁とは

1 L K J L eJXPl二rl/_IP_JJJLr.i-と竺J竺_
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1こしr-_が, て.a-･激 tて低 1 可 ろ｡ LT<DIっ て Mn 7[-絶物日くれ ,てl言Tとは非常 E:低 い L二も 抑
わらす放象相互咋断 言gユ に外層虹 て増 大1 ろの で pp′凋 威 でrJい と辻魁 朗蔓･(3曲 乱相互

作 飼 ド勝 てTJい こ ヒtてな る｡ M二十から7=el1-t, 乙J十へ ヒ碑 る 1こつ れ て Sが 新 中す るが . それ
仏 工 (てd-J的 L.の蛇 足 が7L Lレ;動女王F Z通 ,.･t.てJが増 大 しTに は 急激 に増大 する｡

しか し乍ら HLhlr3e.-To乙と 0.を 疎でのゾ.･YluattbJ,Asr7ZITeLは私産 lて∈7;上 に 大 雪 TiOA.pL;Tih

且絶 ち ( LT-.が っ て pho曳 山 jTも大 きくTJ目穴 亨TJ疲琉互与える)更官的 l適 鼻水降し｡

邑附 子つ かTJくTs･I.qJしろ覇 者か〈dD的 ;,.CLd t.碍ってh;qhTとt･いうよLtむしろ,wrMaLTj
vBSヒしての疲簸 いがみ L;れ ろのみt.13右. LT-_がっ て襲撃 的 d;EuTeL鼓 魚 沼 亀.とよ l o,

1̀日hil ぇ申 ･｡･L L T-J e′Ly の 一顔 で一柳 くれ 紙 ,し て Maqyd;i}nfw iTonが強く･pp,n領
域の観動 '̂尊gL'され ろこt.lてT:3与｡

亭主.4+糸C)並覆水終

一斉4≠ 7F一絶物の路性 11LL､了i:J結晶揚 (loDと の αd針)lてfe,して 一桁 六 き い 旦-3 ぉ upL;rq
くす ～7S藷)魚が々れ bsM DYdey の レイ仙;x･･YlqbteW lの存在である｡ LT--がっ て敷

温 色 由 夜 も ス ピ ン細 魚 何確 生 き て いて TD徹 anqu/or 桝 0"tCyl+ Jで よ く髭近 つ れ る こ とlて

rJも ｡ LTllが7 て vvLや nq tyITeyZWT,Dn

HMixニ∑Vrki+ra柁 十こ･乙･ (主)

の2次 痕跡 てよ .滴 られる乙弓散れLjDjM偶 h‥0,小 才(1)一 式 の凍 TJ仙ぷ加わ や型 め L3e,の

彬 でけTjくて納謂 句 bl;n一弘 Y.ta#e=Y撃 t.Tj与｡ほ しH言 ド対 応･Lr'Eこf+,ム㌻ (4+り)でET
L,才D t･T:}ろT<bb(I)一式 で巷 Ll を｡ しか L,乙弓 糾.･x明 け 乙-dn.lylyviLてftlLで妙 3-4

り､ていT:払コ 17-桁 ′ト了 くT3･ZITtはMLh り費tI轟 か L-JhてくTsLl.晩餐 にも.′ムd で
a.･tL.1eLkopJ Da#牝で互示 すもの (71rjい｡ (巨か亡.洲押〝速 でE:f→ E㌻ 十 色(ET)の工 え ルダ
ー暮輔畠山ビO,;TJる所謂硬 い嵐象 での 血e,we.jtLduafTOn 邑紀 こすもの【7線 々3,.られ る.

孝の埼勘 和良過でE㌃ (44ム)のqYVundSTATE.g--3.Lュ主.ユニ D のS･'ハ今leT?帆 ,A
STD;Ta がも淀で工ンL･Dピー釣果 tてよってE√ (441) 9ニrh E:凄絶的lて釦 と1る｡ その過

渡で44う Cは .) のLえ ルで -患 ,3五首 Lて小 丁く'jLI. J は カ､TJ ･lTu くTS･J鳴 る℡Iそ

れ でも 払 ,Joe,Bd･," i;れていTsL､｡) ㌫ -｡洲 叫 ndD もSr(44̀)とgご く4㌔.Sニ5/2.
L=巨.コ-5/2qycundgfafe)のFAqのVaie,,caiLLd L̂aT･on 五経 す顔型的拘 管 {あLt.4i→
こ(む )のeytL}YqY麦∫揉 /h小さLTJ与かこや13Ltd.LlL在 仏y)do如 射 手みられTsい.やPaq濃度領
威 (/0%和 食の遼雇)で穂積 の地温 へQ,_上馬の2+られ る系があ Lf.払γ､dD軸 隼かと号 iら
れ T-.ものもあっT<が. 二の疲rSloLか LDn｡C,dTaT;on で もvaLen払 孔.cTLLaTToh の 痴 R,I-.あ っ て£叫

に時角 の つ1 ル≡射 たL の P払Joqapの幼単相 Iu て い る為 で .1Tjいか と泥 亀 で仔考 i G

れ ている. (よ再牛しい研東が軽費ヒ欝われ ろが)免 熱 く華型的d;Lt̂TeL払ndo勾‰才 が み

られ るのけ-Thg､TL.̂SeL色味′TI-摘 べて最もを ･J易 い乙Lff(441)良zJ･Ybltit(4EEwEdt)の31であ
ち.これ L;で･け乙｡坤.･れ-良人Y:塊 ｢ のeL#eLcf.･veL払 ;lTon;仙 Ll･Rの射 てな る (比て 乙打 て

っいて考 iる｡ Y㌻†も亀をt.,Tt-Eレ邑入れ哀 iれ li'向 L;･である.)

刃 LD:tl エJrk__.jr_,kla+,と4,,右･r,an_,k′寸と､{<._I
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但 しユニE/2 良か･7/2でcc で E欄 をYbで両 を者が qyDundl多V9Iである｡ IL摘 草'誘
合,才略色数と2+ても養女iない. 工l手絡 loD～ [000と の0,74ey-とみてよいQ(4Ii⇒ こ(己言)

のエえ ルダ ー者か甘利 ､了くT3った碑 のPAq線7後絶延 べる)LT-.がって結晶塙 のgPl:竹n押
sIDNte,OYld打 であ'I､gp;∩-OY♭汁 sp柵n与よ･tか TSLI小 さい｡ LT=がって乙且Iて関 してLフ

Jニ5/2ル…Ii7･pICT'て糾絶 してもそれ程断 .ヒー柁 われTsい4･Pi,て結晶璃otsd･･件n官乙0 ヒ7,.
LILl観 て最盛解A･SthLoq.～ (H 的;X から出発)皮か･fhja.1(H乙S から) て̀よ･!縁 られて

いろ｡(I)｢式の塊合 と逸 Lて与えられT打 沈終'3巧,<てo)他のIlノヒCBuPIaJqろ鉄 色釘産

れニ2J･ I 凋 えれ一才♭;nd;nq抑 r?Y､1k具象魔 Jて凄失1る(且btZと丸鋸の違 い )
Tk I3 (2)i-El薮 lて泡式 で与iられる｡

丁と○こ e;YPE-I/nPJコ (ら)

Mn+の蕗 r_pc,してJの威 少もrL2で免分娩{る媛 h/い してTE '… h 仇塙谷 よ′l逸 れ て大

きTJ櫨ヒT:3る｡rLが大きいときO.椅軌 7尤(T).乙(T)/丁. 卜佃 )/HlてT､Hの適穴ヒ射 て
t9 一つが動 れ るこt,である｡愛媛的 LてE甘木T-:'8月確 Jてこの新 発 (てよるピーつt,蹄 を虫蒙る

橡73Jものけ TJL.B級象相互作用けYLヒL7線師 友TSのでdey,弛 Jこしてi,紘,do如果(乱 立)

瑞浪象相互作飼え上回る命日3かなI卜一姫的L=み られ､補 習de∫-sakDndDgTaTe が触 れろ｡
LT{が,て血 1Se.)=した蹄の一番の間置ti,,手動た近藤砿絡輔の相 互作用 (針 tは相関)で

ある｡ こ の確rj閉園戊i;Idyhavm.･LalpTTDfbrl;tes(こち.ら再 が触 11EDrJodaTa の加a,Tn
pyDb/伽 にtJって-1る )け敏感解の右左け頒il'.娩夜巌 も-;ttjれ ているのが,tが大きい

5,1-/･/tBレT< ,/rL盈閲の頑鯵である.

dy,仙 cOJ Tf襲撃的iitEL欄 の娘収 画oToe,鵬 9,ton算の緒見学的′性管の栗野で訊るかこ.44
拭絶 ,1号の破い如 本初桑が鎖巻 r_絶われ て観劇わ との相産 Lて点 L;･て勾乾 け夫々l二つL､て繁
った賢帝痕患い邑みせろ｡軌 て者 しいの t甘4才レバ･EL,の他貫 でこれ又穆象Lt舟 LJて翼,T:

乳癌hイの舷置五泉すれ 蹄 t:P蛾 伽;SS.toy" 帖 .:A4･fFaeaと の紘盈ヒ上iaTとのirt二線わ

れ るJの紅射 て色砂 iL免れれる44レベ しの推量の鏑 は粛 川､ら指摘 了れて束T--.;
山 て関連 して高嵐 3最近te,sbのPFdceJM,･S u oハ ｡ 軒 と と翼桁 鼓峰 の好 漁 {ある71 'レ三
番吐上の p-b仙 dへのp-≠ 仙Ix.tn9 ド 租わ41_ろ免軌 十 の 44 レベ .レヒ針 てエ o血n血 LitDh

払1d Lの… ,nq (ニ山 か紹晶動 て利く)にみられ る4+ レべ ,L-乞如 て宮森 LJ-汁舟

とあせる二と邑泉しているQ 又 p肱 川 )ssTohの縫線 TJ4打 て担 展1るFWと轟昆 l--つtlて

け油井の計 算がある.

以上 17結晶場のepl;H;,4 乙OLレT--場合であろが,晩餐の泉け このPpJ･･d･･hq が (4)一式

の乙似Pt;nqZbylgayJ工t･伺程度であ,I. 々の湯谷'甘受 tて縫線 '-J3る.最鼓 d̂@'･3この湯
谷 針路 しく級 'て Tk〈のi'J/管 も鯛 -̂て打 tL･結晶塙 のPpL,放れ4 ドよるTr の:Fth-,tL苛々

れ姥大きくT:tと､Pplid,.ylqの大き了が TES･L見好大きくても (卯′eST lavdT:i.Liで TE互
京あるの JITと 1て叶5る雑費'J:u功 一wTTMaTfon であるニヒ五泉LT<｡然 しより之く紡

晶境LKo,yi09TaTa の から31がどの棟 Ts型の貿発砲 象ともT{ELすかの詳 しい前 額 は JN貴の

重要,摺盈路かれ る｡牽き如拙 はt.抱 或 いはそのd.･tuT-on 血 卜,"LaxB̀ _孝の韓晶碩
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I--かL;LJT-:象帝性が絹題fてな ろう｡

dense.払 ndDgTa7TelLて於lTる各 S,･Te.の Jo仏l払Y,dcsTaTel問の相 閣 良Ẑ･'払rdolad;乙e,
(--ついてL3これか らの問題 であるP(L. これも前払の YLわご大 きい ニヒ (LT=がって L/TL鼠閲

の可絶倒 が本管的ド食草であるこじ棉 され つつある｡ 棄触 りにほ お 卜XLaxBい てつい

てこの間塵 のギー勺が払っっあろく晩亀)が何 れ 1=せよ今 後 O,間勘 ､､ぁ与.
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